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平成16年９月７日
原子力安全対策課
( １ ６ － ５ ９ )
＜15時記者発表＞

高浜発電所４号機の定期検査状況について

（蒸気発生器伝熱管の渦流探傷検査結果）

このことについて、関西電力株式会社から下記のとおり連絡を受けた。

記

高浜発電所４号機(加圧水型軽水炉；定格電気出力87.0万kW)は、平成16年

８月10日から第15回定期検査を実施しているが、３基ある蒸気発生器の伝熱

管全数(既施栓管49本を除く10,097本)について、検出精度および深さ測定精

度を向上させたマルチコイル型渦流探傷検査(ECT)を行った結果、339本の伝

熱管のＵベンド部において、判定基準 を超える有意な信号指示が認められ＊１

た。

（１）有意な信号指示は、伝熱管外表面の減肉指示で、平成２年まで旧振止

め金具 が取り付けられていた位置に確認されており、新しい振止め金＊２

具が取り付けられている位置や、これまでに応力腐食割れが確認されて

いる高温側管板拡管部等には確認されていない。

（２）有意な信号指示が認められた部位について、従来方式のECTによる検

査を行い、過去の検査結果（平成２年の旧振止め金具取外し直後の検査

結果と、前回定期検査時の検査結果）とデータを比較したところ、信号

レベルに経年変化はなく、減肉は進展していないことを確認した。

（３）全ての信号指示は、先行してマルチコイル型ECTによる蒸気発生器の

伝熱管検査を実施した高浜３号機（第15回定検、平成15年12月～16年３

月に実施）での信号指示と同様の特徴を示していた。なお、高浜３号機

においては、有意な信号指示が認められた伝熱管１本を抜管して調査し

た結果、旧振止め金具取付位置の伝熱管外表面の摩耗減肉であることが

確認されている。

以上のことから、今回認められた有意な信号指示は、過去に発生した旧振

止め金具取付位置の伝熱管外表面減肉であると推定された。

なお、今定期検査で有意な信号指示が認められた原因は、これまで実施し

ていたECTでは、判定基準内としていたものが、今回から導入した検出精度お
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よび深さ測定精度を向上させたマルチコイル型ECTでは、判定基準を超える有

意な信号指示として検出されたものと推定される。

対策として、信号指示が認められた伝熱管339本については、閉止栓(機械

式栓)を施工し、使用しない予定である。

この事象による周辺環境への放射能の影響はない。

＊１）判定基準

伝熱管肉厚の20％減肉以上の信号指示

＊２）旧振止め金具取付位置での伝熱管の減肉

高浜３号機の第４回定期検査（平成元年10月～平成2年2月）での蒸気発生器伝熱管渦流探傷検査

において、23本の伝熱管に、伝熱管外表面の減肉指示が確認され、調査の結果、製作時から取り付

けられている振止め金具(旧振止め金具)と伝熱管との間に隙間があったことから、外表面を流れる

流体の力により伝熱管が振動し、旧振止め金具と接触・摩耗し、減肉したものと推定された。

同形式の蒸気発生器を有する高浜４号機では、第４回定期検査（平成2年2月～平成2年6月）にお

いて検査の結果、21本の伝熱管に有意な信号指示が確認され、施栓を行うとともに、製作時から取

り付けられていた旧振止め金具を取り外し、別の位置に材質や構造等を改良した新しい振止め金具

を取り付けた。

なお、高浜３号機については、第５回定期検査（平成3年2月～平成3年6月）にて、振止め金具の

取り換えを行っている。

（経済産業省によるＩＮＥＳの暫定評価尺度）

基準１ 基準２ 基準３ 評価レベル

－ － ０－ ０－

高浜４号機 蒸気発生器伝熱管の施栓履歴

Ａ－ＳＧ Ｂ－ＳＧ Ｃ－ＳＧ 合 計 施栓理由
伝熱管の設備本数 3,382 3,382 3,382 10,146

第４回定期検査 7 9 5 21 振止め金具部の摩耗
(H2.2～H2.6) 減肉
第９回定期検査 10 0 0 10 管支持板部洗浄装置
(H8.9～H8.12) 接触痕（予防保全）
第11回定期検査 0 0 4 4 高温側管板拡管部の
(H11.4～H11.8) 応力腐食割れ
第12回定期検査 4 1 6 11 高温側管板拡管部の
(H12.9～H12.12) 応力腐食割れ
第13回定期検査 1 0 0 1 高温側管板拡管部の
(H14.1～H14.3) 応力腐食割れ
第14回定期検査 1 1 0 2 高温側管板拡管部の
(H15.4～H15.7) 応力腐食割れ
第15回定期検査 112 122 105 339 旧振止め金具部の
(H16.8～) 摩耗減肉

388累積施栓本数 135 133 120
（施栓率） (4.0％) (3.9％) (3.5％) (3.8％)

問い合わせ先(担当：宮川)

内線2353・直通0776(20)0314



伝熱管外径
  
：
  
約２２．２ｍｍ　
 
〃　　厚さ
  
：
  
約１．３ｍｍ
   
〃
    
材質
 
：
  
インコネルＴＴ６００　　　　　　　　
      
（特殊熱処理材）ＥＣＴ信号指示発生箇所発生箇所低温側旧振止め金具位置改良型振止め金具蒸気タービンへ振止め金具蒸気出口水　　室管　　板仕切板伝熱管気水分離器管支持板約２１ｍ低温側高温側１次冷却材出口給水入口１次冷却材入口発生箇所給　水原子炉圧力容器
冷却材ポンプ改良型振止め金具旧振止め金具位置高浜４号機　蒸気発生器伝熱管減肉発生箇所高温側伝熱管施栓方法伝熱管メカニカルプラグ機械式栓（メカニカルプラグ）　　　　（ＥＣＴ信号指示管）材料：インコネル６９０管　板約６５
mm



Ａ－蒸気発生器ＥＣＴ信号指示管位置図（高温側を上部から見た図）（Ｂ・Ｃ－蒸気発生器についてもぼぼ同様の位置で信号指示管が認められた）ＥＣＴ信号指示位置図（例）既施栓管指示管改良型振止め金具伝熱管振止め金具下段保持金具上段保持金具伝熱管伝熱管管支持板旧振
止め金具振止め金具上段保持金具管支持板伝熱管下段保持金具伝熱管振　動振止め金具僅かなすき間摩耗減肉の発生
(
改良型振止め金具の挿入パターン
)
スライド式スロット式スライド式スロット式第４回定期検査（平成２年２月から６月）で取替
 
①振動抑制　　振止め金具と伝熱管のすき間調整が可能なもの（スライド式）に　　取替え、すき間を無くし振動発生を抑制した。
 
②材質変更　　材質をインコネル６００（表面クロムメッキ処理）からＳＵＳ４０５　　に変更
 
し伝熱管の耐摩耗性を向上した。振止め金具の取付状況蒸気の流れ（二相流）
(
旧型振止め金具
 
の挿入パターン
)



特　　　　　　　　　　　徴プローブ構造（構成）円筒形の構造。検出コイル、電子回路収納ユニット等で構成されている。　検出精度　　　　深さ評価精度付属設備構成プローブ案内ユニット、探傷器等構造上の特徴接近した２個の小さなコイルの差で検出することから以下のこ
とができる。・減肉の形状によらず、深さ２０％前後の減肉が検出できる。・検出されたものに対し、深さ評価精度は±５％である。　　検出コイルセンサーコイル・全周に１２組
 
２段（計２４組）のコイルを配置している。・１組２個のコイルはほぼ密着しておりコイル間の距離はほとんどない。コイル径・コイル径は従来のものに比べて約１／４以下である。マルチコイル型（インテリジェント）ＥＣＴの主な特徴についてマルチコイル型（インテリジェ
ント）ＥＣＴセンサー　　評価深さ�実深さプローブ伝熱管渦電流１２組１２組接近した２個のコイルの差で検出
(
外面）　伝熱管（内面）（全体図）（
1
組のコイル）（検出コイル）　【特徴】　各組２個の接近したコイルからなっており、これらのコイルの信号の差で減肉を検出することから、以下の特徴がある。　・伝熱管表面状態によるノイズレベルが低い。　・減肉による渦電流の変化を局所的にとらえることができる。　


